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イギリス領アメリカ植民地における奴隷制と

イングランド国教会

-海外福音伝道協会年次記念大会の説教を中心に一

青 柳 か お り*

【要 旨】 18世紀初頭からイングランド国教会は海外福音伝道協会

(SPG)を設立して,イギリス領アメリカ植民地の異教徒-布教活動を行って

いた｡国教会はアフリカ系奴隷にキリスト教教育を行い改宗させようとして

いたが,奴隷の主人たちからの反対が大きかった｡奴隷がキリス ト教徒にな

ると自由になり,財産権が侵害されると考えられていたのである｡18世紀の

イギリスでは奴隷制は当然とみなされ,奴隷貿易も盛んに行われており,

SPGや国教会も奴隷制を支持していた｡しかし,非人道的な奴隷貿易 ｡奴隷

制に対してはクエーカーなど非国教徒系教会が反対しており,18世紀終わり

に奴隷貿易廃止運動も起きた｡従来,奴隷貿易廃止に関する研究においては

非国教徒や廃止運動に関わった政治家などが注目されており,国教会は見過

ごされてきた｡しかし,18世紀後半に国教会の高位聖職者である主教の中に

は,奴隷貿易 ｡奴隷制の緩和や廃止を希望する者もいたのである｡本研究で

は,海外福音伝道協会年次記念大会の説教を中心に,そのような主教の主張

を検討し,奴隷制についての国教会b)思想に変化がみられたことを明らかに

する｡

【キーワード】 奴隷制 奴隷貿易 イングランド国教会 海外福音伝道

協会

はじめに

1701年 6月,イギリス領アメリカ植民地の異教徒にキリス ト教を布教するため,イングラ

ンド国教会によって海外福音伝道協会(theSocietyforthePropagationoftheGospelin

ForeignParts,以下,SPGと略記)が設立された｡これは,イングランド国教会による初めて

の公式な布教団体で,国王ウィリアム三世(WilliamHI)の勅許状を得ていた｡設立の中心人物

は,国教会聖職者でメリーランド主教代理を務めたことのあるトマス ｡プレイ(ThomasBray)

であった｡
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17世紀から海外の国教会を管轄していたのは歴代のロンドン主教で,彼らは植民地-主教代

理を派遣していた 1)｡植民地に関心の高かったロンドン主教-ンリ｡コンプ トン(Henry

Compton)は,1696年,メリーランド主教代理にトマス ｡プレイを任命した 2)｡メリーランド

では主教代理を受け入れるための法律の整備が遅れていたので,プレイはすぐに出発できず,

ウオリックシャのシェル ドン教区で主任司祭をしていたが,ロンドン-移ってメリーランドの

国教会を支援するための準備をした 3)Oプレイは1699年 12月にメリーランドに向けて出発し

たのち,翌年 3月に到着し,その夏に帰国した｡滞在期間は短かったが,彼は帰国後に植民地

各地の状況を覚書に詳細に叙述した｡彼によれば,カ トリック教会やクエーカーとは対照的に,

すべての場所で国教会聖職者は不足していたという4)｡彼は植民地には図書館と聖職者が必要

であると確信していた 5)0

17世紀以来,イギリスによるアメリカ植民地建設がすすめられていたが,一般的にイギリス

の政治家や国教会聖職者は植民地-の関心は低く,積極的な支援をしなかったため,国教会は

イギリス本国の最大の宗教的勢力であるにもかかわらず,アメリカにおいては,プロテスタン

ト非国教徒 (Dissenter)の諸宗派やカ トリック教会と比較して弱体であった｡国教会はアメリ

カ植民地においては主教制教会(EpiscopalChurch)と呼ばれており,信者数に対して聖職者が

不足していた上に,アメリカ先住民や黒人といった異教徒も存在していた｡そこで,SPGは聖

職者を維持することと,異教徒-キリス ト教を伝道することを目的として設立されたのである

6)｡ SPGの設立目的は勅許状に記されている｡

主教制教会はイギリス領アメリカ南部や西インド諸島では有力であったが,聖職者は不足し

ていた｡中部と北部では少数派に過ぎず,特に北部では非国教徒系教会が優位であった｡また,

カナダ方面ではフランス,南部ではスペインのカ トリック教会との勢力争いがあり,主教制教

会の地位は低かった｡SPG宣教師は異教徒-の布教を開始したが,宣教師不足や言語の違いな

どから彼ら-の布教は困難であった｡特に奴隷の場合は,彼らの主人たちが強く反対していた

のである｡それにもかかわらず,奴隷制が当然とみなされていた18世紀において,イングラ

ンド国教会は奴隷-の布教を推進した｡

さて,イギリスでは法律によって1807年に奴隷貿易が廃止され,1833年にイギリス領内の

奴隷制が廃止される｡18世紀後半に奴隷貿易廃止運動が高まるが,非国教徒であるクエーカー

が奴隷貿易,奴隷制に反対していたことや,庶民院議員ウイリアム ･ウイルバーフォース

(williamWilberforce)などの廃止運動の指導者はよく知られている｡また,メソディス ト聖職

者ジョン ･ウェスレ(JohnWesley),世俗の指導者グラングィル ･シャープ(GranvilleSharp)

や トマス ･クラークソン(ThomasClarkson)なども反奴隷制運動に関わった主要な人物として

知られている｡しかし,イングランド国教会と奴隷制の関係については日本 ･海外においてあ

まり研究されてこなかった 7)0

本稿では,イングランド国教会の布教団体であるSPGに注目して,18世紀における奴隷に

ついて言及した国教会聖職者の説教および著作を分析し,国教会の奴隷貿易 ･奴隷制に対する

思想とその変化を明らかにしたい｡主要な史料として,SPG年次記念大会での説教を用いた 8)0

SPGでは,1702年以降,毎年 2月に代表の一人の聖職者が行った説教を出版していた｡説教

の対象は SPG に寄付をする会員や国教会の信者であるが,説教の反響は大きく,中にはアメ

リカ植民地で大量に配布されるものもあった 9)｡それらの説教はイングランド国教会の立場を

表していると考えられる｡
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t イギリス領アメリカ植民地における奴隷の主人

(1) 布教の困難

布教に熱意のある聖職者やSPGの会員もいたが,奴隷の主人や奴隷商人をはじめ奴隷制を

擁護する人々は,奴隷を人間ではなく,財産,所有物,家畜と考えていた｡彼らは黒人奴隷を

蔑視しており,奴隷に教育したりキリス ト教化したりすることには反対した｡S‡)Gの説教にお

いてさえ,1734年,ウェルズ首席司祭アイザック ｡マ ドックス(IsaacMaddox)は,先住民と

黒人は非常に迷信深い,ばかげた不敬な儀式をしており,愚かで残酷,野蛮であると非難し,

黒人奴隷のことを極悪で不正であると決めつけた 10)｡18世紀後半のSPG年次記念大会の説教

になるが,ロンドン主教ビールビ｡ポーティアス(BeilbyPorteus)は次のように述べた 11)｡｢我々

の黒人奴隷は,ほかの被造物とのすべての比較を超えている｡一般的に,彼らは育成される理

解力も救われる魂も持っていないので,単なる機械,労働するための道具と考えられている｡

多くの場所で洗礼の儀式のようなことが執行されているだけで,宗教の教義や義務についての

適切な指導のための十分な時間や援助が不足している｡ - ｡西インド諸島だけでも,文字通り

世界の神を知らずに生きている40万人以上の人間がいることになる｡彼らは,創造者や購い

主の知識なしに,自然宗教や啓示宗教の主義なしに,道徳的義務の思想なしに生きている｡-｡｣

SPGの布教は一部の地域では成功したが,当時のSPG宣教師からの本部-の報告において

も,奴隷-の布教活動がすすまないことが明らかになっている｡布教の現状と困難について,

1729年,ロンドン主教エ ドマンド｡ギブソン(EdmundGibson)は,主人と女主人-の 『二通

の書簡』において,プランテーションにおける黒人は非常に人数が多く,教区は大変広大であ

り,牧師と教師が最大限のことを行っても,この布教が必要とするのに十分な世話や要求には

不足するであろうと述べた｡また彼は,奴隷が異教の儀式や偶像崇拝に慣れていること,奴隷

と宣教師がお互いの言語をまったく知らないこと,主人からの反対などを布教がすすまない理

由に挙げている12)｡奴隷に洗礼を授けると,彼らの財産および奴隷を自由に売却する権利が破

壊され,奴隷が勤勉に労働しなくなると考えられていた｡

このほかに,奴隷が非常に愚かであることや,アフリカでは一夫多妻,-妻多夫などの習慣

があることなどもキリス ト教化の妨げだと言われた｡また,彼らは救われる魂がないのでキリ

スト教徒にはなれないという意見もあった 13)｡言語の問題に関して,宣教師たちは,英語が通

じない成人ではなく若い黒人に英語教育から始めることを提案していた｡

(2) 奴隷と主人たち

奴隷の主人からの反対が強かったことが,布教がうまくい かない大きな原因であったようで

ある｡奴隷をやさしく扱い,キリス ト教教育を受けさせる主人たちもいたが,たいていは利益

を追求しており,さまざまな理由で反対していた｡第一に,奴隷が教育を受けると労働時間が

その分減る｡ 第二に,洗礼を受けると奴隷が自由になり,自分たちの財産が侵害される｡第三

に,奴隷が知識を持ち,倣慢になり,勤勉に働かなくなる,さらには反乱を企てるようになる,

というのであった 14)0

当時,キリス ト教と奴隷制が両立するのかという問題が存在していた｡17世紀においてイギ

リス人の間では,洗礼を受けてキリスト教徒となった奴隷は自由になれるという観念や習慣が

あり,キリスト教徒は奴隷ではありえないという考え方が一般的であった 15)｡キリス ト教徒は
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キリス ト教徒を奴隷の身分にしておくことができないからである｡この思想を根絶することは

困難であり,植民地時代を通じて存続していたのであった 16)｡バルバ ドスについての著述をし

たリチャー ド｡リゴン(RichardI.igon)は,1673年,プランターが彼らの奴隷がキリス ト教徒

になるのを許可しようとしないと述べている｡彼は,｢一度キリスト教徒になれば,彼らを奴隷
だとみなすことはできなくなる｡彼ら-の支配力を失ってしまう｡[奴隷に洗礼を許したら]こ

の島のすべてのプランターと対立するO｣と主人から言われたと記述した 17).奴隷の主人たち

は,奴隷にキリス ト教教育を受けさせ改宗させた場合,彼らが自由になって,自分たちの財産

や奴隷を売買する権利を失うと考えており,布教に反対していたのであった｡

SPGも西インド諸島において奴隷を所有していた｡1710年,SPGはクリス トフア･コドリ

ントン(ChristopherCodrington)大佐から,バルバ ドスの800エーカーの二つの領地と300人

の奴隷を相続した 18)｡彼はイギリスの軍人であり,バルバ ドスのプランターであった｡1702

年 2月に書かれた遺言書では,｢バルバ ドス島における私の二つのプランテーションを国王ウ

イリアム三世によって設立された海外福音伝道協会に遺贈する｡さらに,そのプランテーショ

ンでは少なくとも300人の黒^,適切な人数の教師(professor)と学者(scholar)を維持するO-｡｣

と書かれていた 19)｡

SPGは黒人を監督することによって,キリス ト教と奴隷制は一致すると証明しようとした 20)｡

約 50年後の1760年までに,それらの奴隷の中にはキリス ト教徒はほとんどいなかったこと,

改宗した者は名前だけのキリス ト教徒であったことが明らかとなった｡学校は白人だけのため

に設立されたのであった｡450人の奴隷を輸入したにもかかわらず,奴隷の全人口が三分の一

-減少した事実は,人間的な試みが失敗した証拠である｡SPGは不動産の直接の管理には関与

せず代理人を選択し,彼らに干渉することはなかった｡人間的な待遇とは程遠く,1732年まで

SPGは奴隷の胸にS-0 -C十E-T-Yの文字を熔印する慣習を認めていたか,もしくは知らなかっ

た｡1760年までに労働力の供給が急激に減少したので,SPGはコドリントン ･プランテーシ

ョンの状況を調査する特別委員会を設立した｡カン夕べリ大主教 トマス ･セッカー(Thomas

Seeker)は,人数の減少は奴隷の待遇と関係があるのではない かと提案した 21)｡

一般的に奴隷所有者は奴隷の幸福には無関心で,奴隷の改宗やSPGの布教活動には反対し

ていた｡ただし,18世紀後半になるが,プランターの中にはウイリアム ･ノックス(William

Kno又)のように布教賛成の人物もいた｡彼は,1768年,匿名で 『高徳の海外福音伝道協会に向

けた,植民地における自由インディアンと黒人奴隷の改宗と教育についての三篇の論文』(新版

1789年)という著書を刊行した｡彼も黒人は愚かで知的ではないとしているが,奴隷に教育を

受けさせようとしない主人を批判し,次にように主張した 22)｡

黒人の愚鈍な愚かさは,彼をどのような教育欲もない状態にしてきた｡創造主がこれら

の黒人を他の人々より少し低くお造りになったのか,彼らが彼らの知的な能力を使わない

から失くしてしまったのか,私は決められない｡しかし,新しい黒人 (最近アフリカから

輸入されてきた者たちはこう呼ばれる)が,怠惰な愚かさの完全な典型的な人物であるこ

とは確かである｡- ･しかし,彼らの愚かさゆえに彼らを我々が使用するための家畜だ

と考えることを,我々は是認できない｡まして,彼らが共通の救いについてのすべての知

識を受けることを否定しない｡我々の植民地で生まれた黒人は疑いなく,教育を受けるこ

とができる｡ ･｡｡フランスのローマ ･カ トリック教会は奴隷に教育している｡しかし,
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我々のプランターは一般的に,彼らの黒人が労働以外のことを教えられることに反対して

いるのであるoただし,我々の寛大な北アメリカのプランターは,彼ら自身が彼らから恩

義を受けていると考えている限り,宗教に関心を持ち奴隷の義務を免除することを正確に

守っている｡ ･｡･プランターに奴隷を援助するように説得できないならば,彼の奴隷を

教育するためのどのような方法を提案することも無駄になってしまうであろう｡

このように,彼は奴隷に教育しているフランスのカ トリック教会と比較して,イングランド

国教会による布教を勧めるとともに,プランターに対して奴隷に教育を受けさせるように訴え

た｡

Il イングランド国教会による奴隷への布教

(1) 国教会の布教方針

黒人奴隷-の布教に反対する思想が強い中で,イングランド国教会の方針は,教会は異教徒

をキリス ト教化する義務がある,彼らを暗闇から光-と導くべきであるというものであった｡

たしかに,国教会聖職者も奴隷は非常に愚かであると考えていた｡SPG年次記念大会における

説教や報告書で,多くの聖職者が異教徒に対してよく用いる表現は,野蛮,野蛮人,残酷,無

知, 暗黒の世界にいるなどで,迷信を信じる,貧しいといった記述が多い｡いずれの説教でも

異教徒の悲惨な状況の記述が多くみられた｡

しかし,聖書には布教を推進するための言葉がある｡たとえば,｢あなたがたは行って,すべ
ての民をわたしの弟子にしなさい｡彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授けなさい｡(マタ

イによる福音書第28章 19節)｣｢それから,イエスは言われた｡全世界に行って,すべての造
られたものに福音を宣べ伝えなさい｡(マルコによる福音書第16章 15節)｣などである｡SPG

の説教においても,このような引用を用いて奴隷に布教することが熱心に説かれた 23)｡

ここでは,黒人奴隷-積極的に布教すべきであると主張した説教｡著作を検討していく｡1711

午,セント｡アサフ主教ウイリアム ｡フリー トウッド(WilliamFleetwood)は,たとえアメリカ

と西インド諸島すべての奴隷が永遠に異教徒であり続けるとしても,バルバ ドスにおけるコド

リントンのSPG所有の奴隷はキリス ト教徒にする必要があり,彼らにキリスト教教育と洗礼

を行い,永遠の命に至る道-導かねばならないと述べている24)｡

布教に反対の主人たちは,奴隷は単なる財産であり救われる魂がないと考えていた｡一方,

イギリス本国のSPG年次記念大会の説教や国教徒の著作では,奴隷には魂があり,同じ出自

の人間である,キリス トは彼らのためにも血を流されたということを述べたものがあった｡

1714年,カン夕べリ首席司祭ジョージ dスタナップ(GeorgeStanhope)は,次のように述べた

25)0｢奴隷は未開で無教育で,公共で売買され,荷物を運搬するための家畜のように働いている｡

しかし,彼らの魂は彼ら自身のために世話されるべきである｡彼らは我々と同じ神によって創

造され,同じ肉体と血によって形成され,同じ共通の子孫からの出自であり,同じ魂を授けら

れ,不滅の幸福を同じように受ける資格がある｡ 彼らもまた同じ尊いイエスの購いによって解

放される｡生まれと富,環境と肌の色, 野蛮と奴隷,これらは単に付随的な違いである｡本質

的な部分が同じであり続けている場合, そのようなものはあまり評価されるべきではない｡｣

1729年,ロンドン主教ギブソンは奴隷の主人たちに向けての著作において,｢私はあなた方
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に,彼らを単なる奴隷として,労働する家畜と同じレベルで考えないよう懇願したい｡そうで

はなくて,あなた方と同じ体格と能力を持ち,永遠に幸福になれる魂と,それのための教育を

受ける理性と理解力を持つ男性奴隷と女性奴隷として考えてほしい｡ - ｡｣と呼びかけた 26)0

国王のチャプレン (礼拝堂付き牧師)フィリップ ｡ベアクロフト(PhilipBearcroft)は次のよ

うに奴隷も同じ人間で魂があると述べた 27)｡

我々のプランテーションでは,恥知らずにキリス ト教の愛が無視されている｡彼らは

我々自身と同じ血統ではなく,救われる魂がないかのように,貧しい黒人奴隷の改宗は

おろそかにされている｡一方で,聖パウロは我々にはっきりとこう言われた｡｢神は,

一人の人からすべての民族を造 り出して,地上の至るところに住まわせ,季節を決め,

彼らの居住地の境界をお決めになりました｡(使徒言行録第 17章 26節)｣｢その一人の

方はすべての人のために死んでくださった｡(コリントの信徒-の手紙二第5章 15節)｣

キリス トは彼の最も尊い血を彼らのために流されたのに,キリス ト教徒は恥知らずに彼

らを無視できるのであろうか｡

また,協会の事務局長デヴィッド｡ハンフリーズ(DavidHumpIlreyS)や国教会聖職者アンソ

ニー ･ヒル(AnthonyHill)は,奴隷の主人たちは根拠もないのに黒人は魂がないといって彼ら

に教育を受けさせず,キリス ト教徒になるとさらに悪い奴隷になると主張して,聖職者を迫害

していることを批判した 28)｡

(2) SPGと奴隷制

ただし,SPG関係者は奴隷制そのものは認めていたようである｡聖書において奴隷制は禁止

されていないからである. たとえば,ロンドンデリ首席司祭ジョージ ｡バークリ(George

Berkeley)は,プランターが黒人のことを不合理に差別し教育やサクラメントを受けさせないこ

とを批判したが,洗礼を受ければ自由になれるとか,洗礼を受けることは奴隷の状態と矛盾し

ているというのは誤った観念であると考えていた｡彼は ｢福音の自由は現世の奴隷状態と両立

する｡そして,彼らの奴隷はキリス ト教徒になることによって,より良い奴隷になるであろう｡｣

と述べた 29)｡

また,SPG事務局長ダニエル ｡バー トン博士(Dr.DanielBurton)も奴隷制を認める発言をし

ており,SPGの立場を表明している｡クエーカーで奴隷制に反対するアンソニー ･ベネゼ

(AnthonyBenezet)という人物が,1767年 4月 26日付の書簡で黒人奴隷を購入し保有するこ

とについての協会の意見を尋ねた｡1768年 2月 6日付の事務局長からの返事によれば,SPG

はバルバ ドスのプランテーションの代理人に奴隷にキリス ト教を教えるよう指示しており,そ

の指示は守られてきたと信じているが,しかし,SPGは奴隷を保有する習慣を違法だとして非

難することはできないと書いている｡キリス トの使徒たちによって与えられた主人と奴隷両方

-の教訓において,それとは反対のことが明らかに述べられているからである｡もしも,奴隷

制は違法であるという教義がイギリスの植民地で教えられたら,主人がそれを確信するかわり

に,より疑い深く残酷になり,より彼らの奴隷にキリス ト教を学ばせようとしなくなるし,餐

しい奴隷が奴隷制は違法だといって主人に反乱を起こすよう非常に強く誘惑されるので,双方

にとって最も恐しい結果が続くとしている 30)0
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イギリス人の間では,キリス ト教徒に改宗した奴隷は自由になれるという観念や習慣があっ

た｡しかし,聖書では多くのテキストにおいて,奴隷は主人-服従しなければならないこと,

たとえ主人と同じキリスト教になっても服従することが書かれているのである｡

多くの SPGの説教や国教会聖職者の著作において,奴隷に洗礼を授けても,現世の身分お

よび主人の奴隷所有にまったく変化は生じないということが強調された｡奴隷は洗礼を受けて

キリスト教徒になっても自由にはなれないということである｡彼らは,奴隷制は古代から合法

であることを主張し,洗礼を受けると奴隷は自由になれるという観念に反論した｡そう主張す

ることで,奴隷の解放や財産の侵害を恐れる奴隷の主人たちを安心させ,布教活動を説得しよ

うとしたと思われる｡

1706年,チチェスタ主教ジョン ｡ウィリアムズ(JohnWilliams)は,征服や売買などで奴隷

制の習慣はほとんどの世界で,すべての時代を通して続いてきたし,アブラハムの時代もそう

であったと述べた｡また,｢洗礼によって人権は変更されず,人間の法律によって変更されるま
ではそのままである｡そういうわけで,彼らがキリス ト教徒になっても奴隷からは逃れられな

いし,主人からの自由を主張する権威を彼は与えられない｡これらのことにキリス ト教は干渉

しなかった｡｣と述べている31)0

次にセント｡アサフ主教フリー トウッドの説教を紹介したい 32)0

主人が奴隷をキリス ト教徒にしても,彼らの奉仕や利益を失う恐れはない｡彼らがキ

リス ト教徒を奴隷にとどめておくことは,神の法によっても,国の法によっても禁止さ

れていない｡奴隷は洗礼を受けた後も以前と同様の状態である｡ - ･聖パウロの時代に

は,キリスト教徒になることによって以前のすべての契約から自由になった人々がいた

と想像できる｡しかし,聖パウロは彼らにこれはキリスト教徒の自由の意味ではないと

話した｡キリス トが彼らを自由にしたという自由は,彼らの罪からの自由や,死の恐怖

や永遠の苦痛からの自由であって,彼らが自発的に従事している生活状況や,彼らの不

幸によって陥った生活状況からの自由ではなかった｡おのおの召されたときの身分にと

どまっていなさい｡キリス トの信仰を持ったとしても,彼は以前と同じ生活状況が続く

ことから逃れられない｡それは現世における彼の状況を変えることはない｡キリス ト教

の自由はまったく精神的なのである｡現世において,キリス トの法律はこの性質を変化

させない｡ ｡｡･我々の国では,奴隷を所有することや所有し続けることは合法であり,

同様に,彼らがキリスト教徒であっても奴隷として所有すること,そうし続けることは

合法である｡ ･ -

このほかにも,SPG年次記念大会の説教等で,奴隷-のキリス ト教教育は必要であるが,奴

隷がキリス ト教徒になってもその奴隷状態に変化はない,財産所有に変更はなされないという

発言は数多くみられる33)｡ギブソンも主人-の 『二通の書簡』において同様に奴隷身分を擁護

した 34)｡以上のように,イングランド国教会は奴隷制を擁護しており,たとえ奴隷がキリス ト

教徒に改宗しても自由にはなれないという立場であった｡
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‖ 主教による奴隷制批判の説教

(1)ウオ-バ- トンによる説教

ここでは,イングランド国教会内部の奴隷制-の考え方の変化を指摘したい｡基本的にイン

グランド国教会は奴隷制を支持しており,SPGも奴隷を購入 ･所有していた｡しかし,18世

紀後半になると奴隷貿易や奴隷制を批判する国教会聖職者も現れ,SPG年次記念大会の説教に

おいても,そのような説教がなされた｡例えば,以下の主教たちである｡

1766年 ウイリアム ･ウオーバー トン(WilliamWarburton)グロスタ主教

1783年 ビールビ｡ポーティアス(BeilbyPorteus)ロンドン主教

1789年 サミュエル ･ハリファクス(SamuelHallifax)グロスタ主教

1793年 ジョン ･ダグラス(JohnDouglas)ソールズベリ主教

1797年 チャールズ ･マナサ ットン(CharlesManner-Sutton)ノリッジ主教

最初に明確に奴隷貿易 .奴隷制を批判したのは,1766年のグロスタ主教ウオーバー トンであ

った｡彼は次のように述べた 35)｡

奴隷は我々の財産であるが,肌の色以外,我々と同様のすべての資質を持ち,我々と

同様のすべての能力を備えた被造物である｡- ･

悪名高い奴隷貿易が神と人間両方の法律を直接侵害している事ほど,すべての人にと

って確かで明らかなものはない｡神は人間を自由に創造し,神の恩寵は彼に彼の自由を

肯定させる｡これらのあわれなアダムの子孫の追放された者は彼らの故郷と母国から詐

欺的行為と暴力によって引き離されたが,この侵害の口実として,それによって彼 らは

より幸福になり,彼らの状況はより望ましくなったのだと主張されてきた｡しかし,あ

なたは他人の幸福を判断できるのだろうか｡ - ｡あなた方の奴隷は,今までに彼らの

不幸な状態について不満を言わなかったか｡ ｡ ｡ あなたの奴隷に,彼ら自身で何が彼

らの幸福となるのか判断させなさい ｡ ･｡｡これらの貧しいあわれな者たちの世俗の状

態に関して,あるプランターの残酷さと精神的な事についての無宗教的な怠慢は一般的

に醜聞になるであろう｡

イングランド国教会や SPGが奴隷制支持の方針であったにもかかわらず,彼はプランター

や残酷な奴隷貿易 ｡奴隷制を批判している｡それらの廃止までは述べていないが,イングラン

ド国教会の高位聖職者である人物がこのような説教をしたことは重要である｡ヴァッサーも,

｢長い間確立されたSPGの方針や,イングランド国教会の主教としての,協会のメンバーと

しての立場を考えれば,そして彼が公に協会の習慣と方針を批判した事実を考えれば,彼の主

張は本当に勇気のあるものであった｡彼は奴隷制を非難したアングリカン位階制の中の最初の

メンバーであった.クエーカーを除いて,彼はそのような主張をしたイングランドの最初の著

名な教会人であった｡｣ と述べた 36)｡

ただし,編集者は不明であるが1788年に出版された彼の著作集に,このSPG年次記念大会

の説教が収録されているのであるが,そこでは次の奴隷貿易を批判する箇所が削除されていた
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37)0 ｢悪名高い奴隷貿易が神と人間両方の法律を直接侵害していることほど, すべての人にと

って確かで明らかなものはない｡造物主は人間を自由に創造し,神の恩寵は彼に彼の自由を肯

定させる 38)｡｣

彼は,奴隷制は,原始的なアフリカ人の面倒をみて,彼らを高め,そして彼らをより幸福に

する人間的な制度なのである,という長い間確立されてきた主張を完全にくつがえした｡市民

的,宗教的権利両方-の侵害であるとして奴隷制を弾劾した｡たしかに彼は奴隷の解放や奴隷

貿易をやめるようには訴えなかったが,協会が奴隷の輸入をやめて彼らを自由にすべきだとほ

のめかした｡ただし,彼の説教後,コドリントンの不動産における協会の方針も,宣教師-の

忠告も基本的な変化はなかった 39)｡

ウオーバー トンの説教から三年後の1769年,ブリス トル主教 トマス ｡ニュー トン(Thomas

Newton)は,奴隷制の批判などはしていないが,次のように奴隷が自由になることを希望した

40)｡ ｢民数記第 11章29節においてモーセが 『あなたはわたしのためを思ってねたむ心を起こ

しているのか｡わたしは,主が霊を授けて,主の民すべてが預言者になればとよいと切望して

いるのだ』と言われたように,私も,奴隷であれ自由人であれ,すべての民が自由になればよ

いと切望していると言いたい｡ ･ ｡ ｡｣

(2)奴隷貿易 r奴隷制-の批判

1783年,ロンドン主教ポーティアスは奴隷貿易に批判的で,奴隷に教育を行 うことを熱心に

説いていた｡

我々の主の主要な注意は,人間の中でも最も貧しい者,最も無知な者,最も無力な者,

最も哀れな者に与えられた｡ - ･啓蒙されていない世界のすべての地区で,世俗 ｡宗教

両方の彼らの不足を救 うための,我々の憐み深い助けを必要としているあまりに多くの

人々がいることを,神は御存じである｡ - ｡イエスが貧しい者,傷っいた者,目の見え

ない者,捕虜,奴隷とされた者について語る時,誰が我々の西インド植民地の不幸な人

種,アフリカ系奴隷について考えるのを慎むことができるのか 41)0 - ｡

無知の状態から彼らを救うためにこの協会は努力してきた｡しかし,我々の努力は望ま

しい成功を達成していない｡それは - ｡アフリカ人が宗教的知識を受け,維持する能

力がない からではない｡黒人はしばしば,直せないほど非常に愚かで愚鈍なので,すべ

ての宗教的教育を受けることができないとみなされてきた｡しかし,彼らとともに何年

も生活した信用できる人は,これはまったく真実から程遠いと主張している｡彼らは本

当に,一般的に理解力の点ではヨーロッパ人よりもはるかに下であるが,彼らの多くは

手仕事の技術を学ぶことにおいては,急速で器用である｡そして,何人かは非常に並は

ずれた才能と非常に高貴な感情を持っている42)｡

｡｡･今後,黒人奴隷の文明化と改宗が我々の敬塵な仕事の主要目的の一つとなるこ

と,そして,その目的のための適切で実行できる計画が公になることが知られれば,そ

の時にすべての愛情とすべての援助の手が広がるであろう｡- この善意の真実のキリス

ト教徒の試みにおいて,グレー ト･ブリテンが指導していくことは名誉になるであろうo

さらに,哀れなアフリカ人の世俗 ｡宗教両方の面で災難を緩和するよう非常に寛大にな

ることは,この国の人々の義務であると私に付け加えさせてほしい｡
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｡- なぜなら,彼らは何年もの間,｡｡弓巨人間的な人身売買に関わってきていて,

ほかのどのヨーロッパ諸国よりも多くの奴隷を輸入してきたからである｡彼らの手段に

よって,何千人,何百万人の人間が祖国から,価値あるすべての恵みから,彼らにとっ

て大切なすべての関係から引き離されてきた｡そして,彼らは信じがたいほどつらく困

難な航海を終えてから上陸して,知らない人々の間に入っていった｡そして,彼らの犯

罪や誤 りはないのに,永久の奴隷状態-と運命を定められた｡その航海の中で彼らの多

くが実際は死亡した 43)｡ ｡ ｡･

我々の同国人に,できるだけ早く,非常に多くの人間に引き起こした災難を軽減する

よう急がせよう｡できるだけそれを和らげ,緩和することによって,そして,彼らを無

知と罪のより残酷な奴隷状態から救おうとすることによって,非常に多くの純粋な同胞

を大変ひどい世俗の奴隷身分にしているという非難を拭い去ろう｡ ｡- 心が傷っいた者

を癒し,捕虜に救出を説き,目の見えない人の視力を回復し,傷っけられた人々を自由

にし,主が恵みをお与えになる年を説くために 44)｡

以上のようにポーティアスは奴隷貿易や奴隷状態を明確に批判し,早くそれらを緩和するよ

うに説いている｡また,奴隷-のキリス ト教教育も勧めた｡

(3) 奴隷制の緩和 }廃止の主張

18世紀後半,イギリス本国と植民地の関係は悪化し,アメリカ独立後に十三植民地はもはや

イギリス領ではなくなった｡SPGはイギリス領内に活動を限定していたため,1784年頃から

は宣教師も派遣されなくなる｡ただし,西インド諸島やカナダの植民地には引き続き布教活動

がなされた｡とりわけ西インド諸島は奴隷を使用した砂糖プランテーション,奴隷貿易が盛ん

であった｡グロスタ主教ハリファクスは1789年の説教において,奴隷制や奴隷の主人-の服

従は様々な聖書のテキス トにおいて認められているとしている｡例えば,テモテ-の手紙一第

6章 1節,テ トス-の手紙第2章 9,10節,エフェソの信徒-の手紙第 6章6,7節などであ

る｡彼は以下のように述べた 45)0

- ･キリス トの福音は,人間の身分や家庭内の義務を変更することはなかった｡そ

して,彼は改宗者には[召されたときの身分にとどまっていなさい (コリントの信徒-の

手紙一第 7章 20節～24節)という】規則を守らせたのである｡ ｡- 聖書において奴隷

制度が違法であると宣言しているところを,私は見つけることができない｡逆に新約聖

書の教義では,それ[奴隷】についての法律は厳しく厳格で従わなければならない｡これら

の法律が続く限り,主人の支配は以前と同様に絶対的に継続する｡- ･理論的にはキリ

ス ト教の穏やかな性質は家内奴隷には適していないにもかかわらず,キリス ト教が広ま

ればそれだけ奴隷制は衰退するのが真実であるにもかかわらず,そして,西インド諸島

において行動を規制している法律は,奴隷の幸福よりも主人の利益を考慮した観点で作

成されていて,それらの多くは修正,廃止されることが要求されているにもかかわらず,

そのような修正や廃止が実際に達成されるまでは,キリス トの王国における奴隷制は聖

書の教訓に矛盾していないのである｡

- ｡しかし,奴隷制に関する法律は注意深く修正されるであろう｡そして,必要な
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場合は変更され廃止されるであろう｡そして,彼らを母国から連れてくる様式と,我々

の植民地に運ばれた時の彼らの扱い両方において,奴隷制の恐怖の緩和がまず第一に保

証されるならば,それの未来の完全な廃止のための道が次第に準備されるであろう｡

以上のように,ハリファクスは奴隷制は合法であり聖書でも禁止されていないので黙認して

いる｡しかし,キリス ト教精神とかけ離れた奴隷制に疑問を持っており,今後廃止されること

を期待していたのであった｡

1793年,ソールズベリ主教ダグラスは奴隷制の廃止までは述べていないが,次のようにその

厳格さを緩和することを説いた 46)0 ｢【コドリントン｡プランテーションでは]我々の委託不動産

の現在の監督によって指示が繰り返し与えられ,忠実に実行されてきた｡このことは,我々自

身の奴隷の世俗面と宗教面両方の改善にとって,我々がどれほど注意深い かを表すだけでなく,

すべての諸島のプランテーションのすべての地主-模範として示す手本と考えられるであろ

う｡｡｡サ べての人間の規則によって奴隷制の厳格さを緩和することは,彼らの利益と同様に

彼らの義務である｡｣

1797年のノリッジ主教マナ ーサットンの説教では,キリス ト教精神と奴隷制は矛盾している

こと,キリスト教世界において奴隷制がこのまま続くはずがないことが示唆されている47)0

キリス ト教の主義と義務は奴隷制の存在に敵対しているということは,もはや反対さ

れないであろう｡ - ｡キリス ト教は,統治者と被統治者の精神に,秩序,正義,慈悲,

赦し,相互の善意,全般的な慈善の愛を徐々に浸透させる｡もし,これらのすべてか,

いくつかが奴隷制と相いれないならば,疑いなく奴隷制はキリスト教宗教とは相いれな

い｡しかし,このシステムの継続に利害がある人々によって,我々の祝福された救い主

の功得や仲介による福音の光や不滅の希望からは,奴隷は除外されていると主張される

に違いない｡- ｡福音の伝道か,奴隷制のシステムか,どちらを好むのかということは,

キリス ト教徒にとって疑問の余地はありえない｡

以上のように,一部の国教会聖職者は奴隷制の廃止までは訴えてないが,キリス ト教の慈愛

の精神に反する奴隷制に反対しており,将来的に緩和 ｡廃止されることを希望していたのであ

る｡

おわりに

本稿では,SPG年次記念大会の説教を中心にイングランド国教会聖職者の説教や著作を検討

し,18世紀における国教会の奴隷制についての思想の変化を明らかにした｡当時,イギリスや

アメリカ植民地における奴隷の主人や多くの人々にとって,奴隷は人間ではなく,主人が購入

した財産であった｡彼らは,奴隷は野蛮で愚かな異教徒であり,キリス ト教を学ぶことは不可

能で,彼らに教育や洗礼を受けさせたりする必要はないと考えていた｡一部の主人はキリスト

教布教に賛成していたが,全体的に SPGのアメリカ植民地における奴隷-の布教は困難であ

った｡イギリス人の間では奴隷はキリスト教徒になれば自由になるという習慣や観念があり,

主人たちはキリス ト教徒奴隷が自由になると自分たちの財産が侵害されるといって布教に反対
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した｡

一方,イングランド国教会は異教徒をキリス ト教化させるのは義務だと考え,奴隷-の布教

に熱心であった｡ただし,SPGや国教会聖職者も,聖書で奴隷制は禁止されておらず,奴隷の

主人-の服従が書かれているとして奴隷制を擁護した｡しかし,18世紀後半になると,奴隷貿

易 ｡奴隷制に異議を唱えた国教会聖職者も現れたのである｡国教会は奴隷制を擁護する立場で

あったが変化がみられた｡SPG年次記念大会における説教等を検討すると,一部の主教は聖書

で奴隷制は否定されていないとしながらも,緩和や廃止を希望していた｡最も早い段階では,

1766年にグロスタ主教ウオーバー トンが明白に奴隷貿易を非難し奴隷の自由を認めたo国教会

は奴隷制を支持しており,SPG自体もプランテーションと奴隷を所有していたため,このよう

な発言は貴重であろう｡18世紀後半に主教たちによって,奴隷貿易 ･奴隷制に批判的な説教が

なされたことは画期的である｡

18世紀から19世紀にかけて,クエーカーやバプテス トなど様々なキリス ト教宗派によって

反奴隷制運動が起きた｡国教会の高位聖職者の間でも,このような意見がなぜみられるように

なったのか,反奴隷制運動の関係者との交流や影響があったのか,という点については検討で

きなかった｡しかし,国教会聖職者も人道的な観点から奴隷貿易 ･奴隷制は残酷であるとして

批判したと考えられる｡たしかに奴隷制は聖書で否定されていないが,キリス ト教の精神は正

義,慈悲,愛であり,奴隷制とは相いれないものである｡

奴隷制についての国教会の方針や思想は,クエーカーや議会内外の反奴隷制運動指導者と比

較してあまり注目されてこなかった｡しかし,一部の国教会聖職者は奴隷制を批判し,18世紀

後半には奴隷制に対する国教会の思想に変化が表れたといえる｡ 今後は,具体的なSPG宣教

師の布教活動の様子を本部-の報告書等の史料をもとに明らかにしたい｡
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SlaverylnBritishAmericaandtheChurchofEngland

-SermonsPreachedbeforetheSocietyforthePropagationoftheGospelin

ForelgnPartsatTheirAnniversaryMeeting-

AoyAGI,Kaori

Abstract

TheSocietyforthePropagationoftheGospelinForeignParts,the

SPGwasestablishedin1701inordertosendthemissionariesconverting

theAmericanheathen. TheMissiona工･iestriedtoinstI,uCttheblack

slavesintheplantations,however,theirmasterswereagainsttheSPG.

Itwasbelievedthattheslavescouldnotbeconvertedbecausetheywere

stupidandwithoutsoulstobesaved.Theplantersthoughtthatthe

slavesweretheirpropertyandfearedthatthebaptismwouldmakethe

slavesfree.TheSPGinsistedthatbaptismdidnotmakeanyalteration

incivilpropertyandthatafterbeingChristians,theslaveswouldbemore

obedienttotheirmasters.Duringtheeighteent,hcenturytherewere

someSPGsermonswhichdefensedtheslaveryforitwasnotprohibitedin

theBible.Although theChurchofEnglandsupportedtheslaveryand

themasters-property,SomeAnglicanclergycriticizedtheslavetradeand

theslavery. ItseemsthatachangewasobservedintheAnglican

thoughtonslaveryinthelatereighteenthcentury.

【Keywords】 Slavery,SlaveTrade,theChurchofEngland,the

SocietyforthePropagationoftheGospelinForeignParts




